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●

日本ＡＣＰ研究会第5回年次大会ｉｎ福井は９月２０日(日)〜２１日(月･祝)

の2日間にわたって、全編オンラインというスタイルで開催し、約７００人の

方々に参加登録をいただき、盛会のうちに幕をおろさせていただきました。

在宅医療の現場で日々向き合う「その人らしさ」は実に多様であり、常に変

化をし続けています。地域における医療のあり方はどうでしょうか。人生１０

０年時代を迎え、治す医療から癒し支える医療への転換が図られる中、私たち

医療者自身の考え方はどう変わったでしょうか。私たちは、治すことのできな

い病や老いと向き合いながら、前向きに生きがいを持って生きる人たちと出

会ってきました。「Ｂｅ Ｈａｐｐｙ！」幸せであるということの本当の意味

を、大会のメインテーマである「Ｂｅ Ｈａｐｐｙ！あなたらしさ×わたしら

しさ」として、ＡＣＰのセッションでも大いに語り合うことができたと思いま

す。

研究会としても前例のない、オンライン開催という初めての挑戦で、不手際

もあったかと存じます。ご迷惑をおかけしたことにつきましては、改めてお詫

び申し上げます。

大会長
医療法人社団オレンジ 理事長

紅谷浩之 氏
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●
日本アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ）研究会第5回年次大会を開催して

本大会は第２７回日本ホスピス・在宅ケア研究会との共同開催となり、ＡＣＰ(人生会議)に関する

シンポジウムに加えて、多くの企画で異業種・異分野のゲストをお招きしました。参加者から幅広い

視点で質問をいただき、演者のみなさまとともにそこに向き合うことで、たくさんのあなたらしさや

第５回日本ＡＣＰ研究会年次大会は２０２０年９月

２０日日〜２１日（月・祝）の２日間にわたって、全

編オンラインというスタイルで開催し、約７００人の

方々に参加登録をいただきました。また、口演発表も

演者のみなさまのご理解とご協力のもとでオンライン

での事前収録を経て、動画配信させていただき、多数

の方々にご視聴いただくことができました。コロナ禍

をきっかけに業界を問わず加速するオンライン・デジ

タル化の流れの中で、今後のさらなる発展への期待を

持ちました。

●
■2020年 9月20日・21日（月・祝）

■オンライン（zoom）



昨年度（令和２年度）、当地域ではアドバンス・ケア・プランニングの取り組みの一環として、身

寄りがいない人に関する対応について検討を行いました。当院でも救急搬送で受け入れ後に身寄りが

いないことが明らかになることや、ご本人が認知症で意思決定ができない状況となっていること、介

護施設入所中の方の身元保証・身元引受等が不在となった等の事例が増え、対応に苦慮している実態

があります。

多くの医療機関、介護施設が求めている「身元保証・身元引受等」の機能や役割については地域で

の取り組みが必要で、医療・介護従事者のみならず、地域の行政、地域包括支援センター、医療機関、

介護施設・介護事業所、弁護士等との連携が求められると考えました。

わたしらしさ、そこにある多様な価値観に触れることができました。本大会を機に、一人ひとりが新た

な気づきをもとに、前を向いて挑戦をし続けていただけるのではないかと期待します。

コラボセッションの「ＡＣＰを地域で扱う」では、宇都宮宏子さんの進行のもと、下河原忠道さん

(株式会社シルバーウッド代表)とともに、「生活の場での人生会議」と題してディスカッションが行わ

れました。下河原さんは、『高齢者は生活の場に戻ると「やらねば」という意識が芽生えて生きる力を

取り戻してくる』、とか、『いい日常生活の延長にこそいい看取りがある』、として、ＡＣＰは特別な

時間や空間で切り分けられるものではなく、日常生活の流れの中で対話を重ねていくことが重要ではな

いかと強調されました。また、看取りを経験したことのない介護職にとっての敵は「得体の知れない不

安感・恐怖感」であるとし、獲得すべきは「死に向き合う覚悟」と「看取りを経験する事」に尽きると

述べられました。

続くセッション「地域を巻き込むＡＣＰ教育」では、大城京子さん(居宅介護支援事業所快護相談所

和び咲び)が教育の観点から、ＡＣＰにおける支援者の姿勢について議論を展開されました。大城さん

は話し合いをするかどうかは本人の心の準備や段階に寄り添い、「積極的待機」をすることが大事であ

り、前のめりで決定を迫ったり、話し合う場をわざと作ったりしてはいけないと強調されました。また、

結果的に支援者側の安心を目的として文章にまとめようとしてはならないとし、生活の中に散りばめら

れた思いを大切に、その思いをつなげる関わりを続けてもらいたいと述べられました。

いずれのセッションでも、医療や看護それに介護それぞれの連携は欠かさないようにすること、また、

終末期は選択の連続であり、選択した後にその選択でよかったと思えるようにフォローしていくことが

極めて重要だということも確認されました。
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【令和２年度『とよひら・りんく』の活動】

●札幌市豊平区西岡・福住地区



一般社団法人 日本アドバンス・ケア・プランニング研究会 事務局

〒474-8511 愛知県大府市森岡町７丁目４３０番地
国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 在宅医療・地域医療連携推進部内

📞０５６２－４８－８４５６（代表）

「とよひら・りんく」では年４回の合同会議を継続しており、コロナ禍の中、オンラインで開催を継

続しました。地域での対策として、弁護士よる「身元保証人の役割とその機能について〜法律的立場か

ら」と題してオンラインで講演、当地域で対応した事例についての症例報告、支援が可視化できるよう

な対応マニュアルとして「対応シート」を作成、地域住民向けとして、既存の冊子「自分らしく生きる

ために」の一部修正、冊子「今から考えよう」の作成を行いました。作成した資料はホームページに掲

載しております。
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会 長 五 十 嵐 知 文 社会医療法人恵和会西岡病院 院長

副 会 長 澤 田 格 社会医療法人恵和会西岡病院 内科医長

事 務 局 岡 村 紀 宏 社会医療法人恵和会西岡病院 ソーシャルワーカー

●
とよひら・りんく役員

具体的な対応策、解決策を地域の関係職種

で共有をし、対応マニュアルの修正を行うと

ともに、継続的に症例報告等を実施し、活動

を継続していきたいと思っています。

とよひら・りんく http://www. toyohiralink.jp


